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抄録
　訪問看護における超音波検査機器の活用を視野に入れ，日本国内での看護師による超音
波検査機器活用の現状について文献検討を行った．医中誌 Web を用いて「看護」，「超音
波 / エコー」のキーワードで文献検索を行い，54 件の文献を対象とした．超音波検査機
器を活用した文献は 2010 年代以降に急増しており，超音波検査機器の小型化が影響した
と予測される．看護師による活用では，血液透析におけるバスキュラーアクセスへの穿刺
に関連した文献が多くを占めた．それ以外の対象部位は膀胱が最も多く，次いで血管，消
化管，皮膚・筋肉，乳房であった．訪問看護では排泄ケアの実施率は高いと予測され，膀
胱エコーや，排便ケアを目的とした直腸エコーは導入の優先度が高いと考えられた．しか
し，技術習得の難しさが導入の障壁になっていることが予測されるため，技術の難易度が
低く，訪問看護での活用頻度が高い部位に絞った教育プログラムの開発が必要である．
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日本における看護師の超音波検査機器活用に関する文献検討
A Literature Review of Utilization of Ultrasonography Equipment by Nurses in Japan

Ⅰ．はじめに

厚生労働省は，「団塊の世代」が 75 歳以上となる 2025 年に向け，地域包括ケアシステムの
構築を推進している．在院日数の短縮化など，医療は病院から在宅へとシフトしており，今後
医療依存度の高い在宅療養者の増加が見込まれ，在宅医療・介護の需要拡大は避けられない．
そういった状況の中，訪問看護のニーズは高まっている．訪問看護師は，訪問時にその場で療
養者の状態を判断し，適切なケアを行うことが求められる．そのため，必要な情報を短時間で
適切に収集する必要がある．看護師は，問診，視診，聴診，打診，触診などの方法を用いて療
養者のアセスメントを行う．しかし，これらの方法では一定の時間が必要であり，さらに体表
から体内の状況を把握するには限界がある．

近年，在宅医療の場で，リアルタイムに体内を可視化できるツールとして超音波検査が注
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目されている（宮原，2019；水間，2020）．超音波検査は，体外からの観察ではわからない体内
の状況を視覚的に把握することができ，非侵襲的に検査が可能であるという利点がある．現
在，超音波検査機器の小型化が進み，簡便に使用できる携帯型の機器（ポケットエコー）が
登場し在宅でも超音波検査機器の活用が可能な状況になった．加えて POCUS（Point of care 
ultrasound）と呼ばれる，ベッドサイドで行うポイントを絞ったエコー検査が普及してきてお
り，在宅医療の場でも行われていることが報告されている（亀田ら，2020；千葉，2021）．そ
ういった背景から，2020 年の診療報酬改定では，訪問診療時の超音波検査が算定可能となり
（厚生労働省，2020），在宅での超音波検査が診療報酬上でも評価されるようになった．

訪問看護においても，アセスメントを補助するツールとして超音波検査の有用性は高い
と考える．ポケットエコーを導入した訪問看護ステーションの事例が報告されている（保坂，
2020；黒沢，2022）．しかし，実際に超音波検査機器を導入している訪問看護ステーションは
まだ少ない．訪問看護師が日常的に超音波検査を活用できれば，アセスメントの精度が向上し，
効果的なケアにつながると考えられるため，今後活用を推進していくことは重要である．その
ためには，病院等も含めて現在の看護師による超音波検査機器の活用状況を把握したうえで，
訪問看護への導入の可能性や課題について検討する必要がある．

そこで，訪問看護において，超音波検査機器の活用を推進していくうえでの課題を日本の医
療制度等の背景も踏まえて検討するため，日本における看護師による超音波検査機器活用の現
状を明らかにしたいと考えた．

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は，日本における看護師による超音波検査機器活用の現状を明らかにすること
である．

Ⅲ．研究方法

１．文献抽出方法

本研究では，日本における超音波検査機器活用の現状を把握するため，日本国内の文献のみ
を対象とした．文献の抽出は，医中誌 Web を用いて行った．キーワードは「看護」and「超音
波」と「看護」and「エコー」とした．絞り込み条件として「タイトル＋抄録」にキーワード
が含まれるように設定し，「原著論文」を対象とした．検索期間は設定せず，収録開始年（1946
年）から 2022 年 7 月 26 日（検索時）までとした．

対象文献の選定基準は，①看護師（看護学生含む）が超音波検査機器を使用している，②看
護師が超音波検査機器を実践で活用することを目的としている，こととした．これら①，②の
両方またはどちらかを満たす文献を対象とした．また，助産師による実施が多いと考えられる
胎児観察等に関する周産期の文献は除外した．

一次スクリーニングでは，タイトル・要旨を確認し，選定基準に該当する文献を抽出した．
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二次スクリーニングでは，選定基準に該当するか確認するため，文献を精読した．文献の抽出
は，研究者 2 名で行った．

２．分析方法

抽出された文献について，超音波検査の対象部位および使用目的ごとに分類を行った．さら
に，訪問看護での活用を視野に入れ，看護師による超音波検査機器活用による効果や課題を整
理した．

Ⅳ．結果

１．文献検索結果

文献検索により，「看護」and「超音波」：145 件，「看
護」and「エコー」：106 件，計 251 文献が抽出された．
重複文献 18 件を除いた 233 件を対象にスクリーニン
グを行った結果，53 文献が抽出された．さらに，抽
出した文献の引用文献から，本研究の選定基準に該当
する 1 文献を加え，54 文献を対象文献とした（図 1）．

２．対象文献の概要

対象となった文献が公表された年代は，2000 年以
前が 1 件，2001 ～ 2010 年が 1 件，2011 ～ 2020 年が
37 件，2021 年以降が 15 件であった．

対象文献 54 件のうち，看護師による超音波検査機器使用の実態調査を行った研究が 3 件で
あった．残りの 51 件のうち，血液透析におけるバスキュラーアクセス（Vascular Access 以下
VA）への穿刺に関連した文献が 21 件を占めた．それ以外の 30 件は，超音波検査機器使用の
対象部位および実施目的ごとに整理した（表１）．VA 穿刺以外の対象部位では，膀胱が最も
多く 11 件，次いで血管（模擬血管含む）が 8 件，消化管が 5 件，皮膚・筋肉が 5 件，乳房が
1 件であった．

対象部位 文献数 実施目的 文献数
膀胱 11 排尿ケアや自己導尿指導のための膀胱内尿量・残尿測定 11

血管（模擬血管含む） 8 末梢静脈穿刺，カテーテル留置 6
末梢挿入型中心静脈カテーテル（PICC）の挿入 2

消化管 5 便秘ケアのための大腸内の便貯留評価 4
経鼻胃管の位置確認 1

皮膚・筋肉 5

褥瘡（DTI：深部損傷褥瘡）の把握 1
皮下，筋肉内注射のため三角筋皮下組織厚の特定 1
インスリン注射部位の皮下変化の確認 1
ストーマサイトマーキングのための腹直筋幅確認 1
下肢筋肉量推定のための大腿組織厚測定 1

乳房 1 乳がん検診のための全自動乳房超音波検査の実施 1

表 1　超音波機器使用の対象部位および目的

医中誌 Web
「看護」and「超音波」 n＝145
「看護」and「エコー」 n＝106

重複による除外 n＝18

重複除外後 n=233

一次スクリーニングによる
除外文献 n＝169

一次スクリーニング後 n＝64

二次スクリーニングによる
除外文献 n＝11

最終対象文献 n＝54

図1 文献検索フローチャート

引用文献からの追加 n＝1

図 1　文献検索フローチャート
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１）看護師による超音波検査機器使用の実態調査
超音波検査機器使用の実態調査の対象となったのは，病院の臨床看護師（佐々木，2013），

診療看護師（大平ら，2020），訪問看護師（佐藤ら，2021）であった（表２）．

２）血液透析における VA 穿刺への活用
血液透析における VA 穿刺に関連した文献は，看護師によるエコーガイド下穿刺等への取

り組みに関する報告が 8 件（平山ら，2013；平山ら，2014a；平山ら，2014b；平山ら，2021a；平山
ら，2021b；坂井ら，2022；新宅ら，2014；渡邊ら，2014），エコーガイド下穿刺実施に向けた指
導や教育に関するものが 6 件（平山ら，2012；市川ら，2014；今井ら，2022；笠田ら，2012；笠田ら，
2013；乙藤ら，2020），エコーガイド下穿刺実施に関するマニュアル等の作成や活用の報告が 4
件（細川ら，2014；清田ら，2020；渡辺ら，2016；山本ら，2017），看護師を含めたスタッフへの
エコーガイド下穿刺に関するアンケート調査の報告が３件（宮本ら，2021；大谷ら，2012；内田ら，
2019）であった．

３）VA 穿刺以外での超音波検査機器の活用
対象部位の実施目的では，膀胱はすべて排尿ケアや自己導尿指導のための膀胱内尿量・残尿

測定であった（表３）．これらの中には，膀胱内尿量を自動で計測できる機器を使用した研究
（古林ら，2020；上山，小泉，2015；村田，中田，2020；正源寺ら，2016；瀧本ら，2021；瀧本，谷口，
2021）もみられた．

著者
（発表年）結果の概要

佐々木
（2013）

病院臨床看護師に対して，簡易な超音波機器（膀胱用超音波診断装置，超音波ドップラー血流計など）
使用の実態を調査した．62.1% の看護師が使用経験を有しており，使用場面は「残尿量の測定に使
用」が，使用を教わった相手は「看護師 ( 同僚，先輩など )」が，それぞれ最も多かった．

大平ら
（2020）

NP（診療看護師）がラピッドカーに同乗し活動した 17 症例を対象とし，病院前で施行した処置内
容などを検討した．NP が行った活動は , 末梢静脈路の確保 16 例，Focused Assessment with 
Sonography for Trauma( 以下 FAST) を含む超音波検査 7 例，その他は低血糖患者へのブドウ糖投
与・ショック患者へのノルアドレナリン投与・ターニケット装着介助・全身観察が各々 1 例であった．

佐藤ら
（2021）

日常的にエコーを使用している訪問看護師を対象に，実践しているエコー手技の難易度や必要度を
調査したところ，体液管理を目的とした下大静脈の観察や膀胱エコーが多く行われていた．下大静
脈の観察と膀胱エコーの難易度については，膀胱エコーの難易度が有意に低い結果であった．

表 2　看護師による超音波機器使用の実態調査

著者
（発表年） 結果の概要

三輪ら
（1990）

腹部超音波診断装置を用いた新たな排泄コントロール法を試みた．4 つの内科病棟でエコーで膀
胱容量測定を実施した患者は 47 名であり，排尿障害のあった 41 名中 39 名に排泄コントロール
を行った結果，約 74％（29 名）に改善がみられた．

上山，小泉
（2015）

脳血管疾患患者における尿道留置カテーテルから自排尿獲得に向けたケアプロトコールを開発し
た．尿排出障害のアセスメントは，携帯型超音波膀胱容量測定器等を使用し，1 回排尿量・失禁量・
残尿量・排尿時間等のモニタリングにより行った．本プロトコールを実施し自排尿を獲得できた患
者は 17 名中 13 名であった．

正源寺ら
（2016）

各種ポケットエコーを用い，経時的な膀胱内尿量および残尿評価を試みた結果，各種ポケットエ
コーによる測定値のバラツキが大きくなる傾向がある一方，残尿量は 50ml 以下の計測が可能で
あることや測定値を算出する所要時間は 5 分以内であることなどが明らかになった．

表 3　超音波検査機器の活用（対象部位：膀胱）

（次ページへ続く）
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血管では，末梢静脈穿刺，カテーテル留置を目的としたものが 6 件，看護師による末梢挿
入型中心静脈カテーテル（PICC）挿入の安全性を検証したものが 2 件であった（表４）．末
梢静脈穿刺を目的としたもののうち，3 件は看護学生を対象としていた．（Makino & Kunitake, 
2018；松井ら，2018；原ら，2020）．

武，井手迫
（2017）

皮膚・排泄ケア認定看護師 (WOC 看護師 ) がエコーで腎盂も含めた評価を行い，清潔間欠的導尿
(CIC) 指導を行った事例を報告した．また，WOC 看護師がエコーを用いて CIC 指導を行った 12
事例については，すみやかに CIC 手技が向上して，CIC 後の残尿も消失し，患者の満足度も高い
ことが明らかになった．

宗ら
（2019）

婦人科癌術後患者の残尿量測定において，看護師が超音波断層法を用い経腹的に膀胱を描出し，
画像から残尿量を推定する方法を試用した．57 名の患者にアンケートを実施したところ，【エコー
の利便性】【エコーの欠点】【エコー活用への期待】【看護師のエコー技術習得への期待】の 4 カテ
ゴリーが抽出された．

玉井ら
（2019）

「エコーを用いた排尿管理教育プログラム」修了後の看護師が取得した膀胱内尿量測定用の膀胱像
について，超音波検査士の取得した画像との比較から信頼性を検討した．本教育プログラムを受
けた看護師は，超音波検査士とほぼ同程度の信頼性で膀胱内尿量計測用の膀胱像の取得が可能で
あることが示唆された．

飯島ら
（2019）

子宮悪性腫瘍の手術直後の排尿障害の管理における，経腹超音波断層法を用いた残尿量推定法の
有用性を検討した．対象は 60 名，延べ 156 回施行した．手術後に実施した 118 回においては正
診率 69.5% 感度 54.9% 特異度 91.5% であった．

村田，中田
（2020）

子宮脱術後患者に対しカテーテル法と超音波法の 2 種類の残尿測定法を実施し，患者が苦痛と感
じていることや患者がどう感じたのか実態を調査した．調査の結果，カテーテル法は身体的・精
神的苦痛を感じる患者が多く，超音波法は身体的精神的苦痛を感じる患者は少なかった．

古林ら
（2020）

1 名の高齢者に対し，清潔間欠自己導尿（CIC）導入時から継続看護を実践し，看護支援の方法に
ついて検討した．CIC 継続実施には膀胱用超音波画像診断装置での残尿測定による残尿量の可視
化の必要性が高いことが示された．

瀧本，谷口
（2021）

尿意や尿失禁を訴えない認知症患者 1 事例に対して，膀胱用超音波画像診断装置を用いて下部尿
路機能評価と超音波支援排尿誘導 (USAPV) を 3 日間実践したところ，トイレでの排尿に成功した．

瀧本ら
（2021）

高齢者の排尿ケアにリリアムα -200 を使用した体験を記述するため，病棟看護師 23 名に対して
フォーカスグループインタビューを行った．分析の結果【機器装着の適応を判断する】【下部尿路
症状がある患者の膀胱内尿量と排尿量と残尿量を確認する】【測定値を根拠に排尿ケアを実施する】
など 6 つのカテゴリーが抽出された．

著者
（発表年） 結果の概要

末梢静脈穿刺，カテーテル留置

松井ら 
（2018）

初めて採血をする看護学生に対して超音波画像診断装置を用いた採血教育を行い，従来まで
の採血教育と比較した．採血成功率は，両群とも 96% であった．「安堵感」「血管の深さを
うまく判断できる感覚」「血管に針をうまく刺入できる感覚」の 3 項目において従来群より
エコー群の得点が高かった．

Makino & 
Kunitake 
（2018）

超音波ガイドを用いた末梢静脈穿刺法を導入するため，プローブ固定装置を開発した．看護
学生を対象とし，A: 通常の末梢静脈穿刺，B: 超音波ガイド下末梢静脈穿刺，C: プローブ固
定装置を用いた超音波ガイド下末梢静脈穿刺の 3 群に分けて実施した．成功率は A 群（56％）
と C 群（100％）に有意差があり，難易度は，A 群にくらべて B 群と C 群は有意に低く評価
された．

原ら 
（2020）

看護学生を対象に，血管可視化装置および血管エコーを用いた静脈血採血演習の評価を行っ
た．血管可視化装置やエコーを使用したことは約 9 割が「よかった」と回答した．血管可視
化装置やエコーの使用による理解は【血管の位置や走行の理解】，【血管の太さと深さの理解】
等であった．

表 4　超音波検査機器の活用（対象部位：血管）

（次ページへ続く）

（続き）
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消化管を対象とした研究は，便秘ケアのための大腸内の便貯留評価を目的とした研究が 4 件，
経鼻胃管の位置確認を目的とした研究が 1 件であった（表５）．訪問看護師による活用を目的
としたものが 2 件見られた（松本ら，2021；Matsumoto et al.，2021）．

Kanno 
et al. 

（2020）

超音波法 (US) 補助下での末梢静脈カテーテル (PIV) 留置法標準化のため，アルゴリズムを検
討した．看護師 23 名にアルゴリズムのトレーニングを行って PIV 留置した．アルゴリズム
を遵守すると，挿入から確認までカテーテルチップを確認できるので，カテーテル失敗が減
少した．

Makino 
et al. 

（2021）

著者らが以前開発したプローブ固定装置を用いた超音波ガイド法 (USG 法 ) が，従来の方法
(STD 法 ) と比較して臨床の看護師が実施する末梢静脈穿刺の成功率を向上させるかどうかを
検証した．看護師 5 名を対象とし，USG 法と STD 法をそれぞれランダムに 1 回ずつ含むセッ
ションを 9 回行った結果，2 名の看護師が USG 法にて有意に成功していた．

高橋ら 
（2021）

末梢静脈点滴の合併症を予防するために血流の多い血管を使用する必要がある．超音波検査
装置による上肢静脈血流量測定の信頼性および妥当性の検証を行った．対象は健常成人 8 人，
上肢 12 本とした．訓練を受けた看護師が測定を行い従来手技との比較を行ったところ，上
肢末梢静脈の超音波検査装置による血流測定の信頼性および妥当性が示された．

末梢挿入型中心静脈カテーテル（PICC）の挿入

村田ら 
（2017）

JNP（診療看護師）が挿入した PICC，281 例を対象とし，安全性について調査した．PICC
挿入の適応は全例主治医が判断し，JNP がエコーガイド下に挿入した．JNP が挿入した 281
例に重篤な合併症はなく，PICC の挿入と管理を安全に実施することができた．

藤田 
（2022）

特定看護師 1 名が挿入した PICC について，その実施件数，挿入時や挿入後の有害事象数に
ついて調査を行い，PICC 挿入の安全性について医師との比較検討を行った．その結果，挿
入時の有害事象数は，特定看護師実施症例において有意に少なく，挿入後の有害事象数は，
有意差は認めなかった．

著者
（発表年） 結果の概要

便秘ケアのための大腸内の便貯留評価

松本ら 
（2018）

便性状の異なる 3 症例において直腸エコーによる便性状と便量の評価が可能かを検討した．
硬便の有無は後方音響陰影を伴う Crescent shape の強い高エコー域の有無で評価できる可
能性があり，Crescent shape の高エコー域の長径により便量を評価できる可能性がある．

Yabunaka 
et al.， 

（2018）

健康な成人の直腸糞便貯留状態をポケットサイズ超音波装置 (PUS) で調べた．排便前後に
PUS 画像によって直腸を評価した．PUS により，直腸の直径から高齢者の便意の定義が可能
で，在宅でのポイントオブケア検査で糞便貯留を評価できると思われた．

Matsumoto 
et al.

（2021）

超音波検査による便秘評価に必要な知識と技術を訪問看護師に提供するよう設計された便秘
ポイントオブケア超音波 (POCUS) 教育プログラムを実施し，OSCE を受けた 40 名全員が合
格した．研修生の 94.9% は本プログラムが在宅ケア環境で超音波検査の使用に必要な内容を
カバーし得ると評価した．

松本ら 
（2021）

訪問看護師が撮影した直腸エコー動画を用いて，AI に基づく読影支援アプリケーションの開
発を行った．エコーのエキスパートによる読影とアプリケーションによる判定を比較した．
アプリケーションの判定精度を高めるための手段として抽出領域の深度および長径を調整す
る手法が考案された．

経鼻胃管の位置確認
Komagata 

et al. 
（2018）

簡便かつ正確に経鼻胃管の位置を確認する方法として携帯型超音波装置を用いて経鼻胃管の
描出が可能か検討を行った．10 名の患者すべてで頸部もしくは上腹部で経鼻胃管が確認され
た．携帯型超音波装置が経鼻胃管の位置の確認方法として有用であることが示された．

表 5　超音波検査機器の活用（対象部位：消化管）

（続き）
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皮膚・筋肉を対象とした研究は，下肢筋肉量推定のための大腿組織厚測定を目的としたもの
（市原ら，2008）や，インスリン注射部位の皮下変化の確認を目的としたもの（田中ら，2019）
など，超音波検査機器の使用目的はさまざまであった（表６）．また，乳房を対象としたもの
は，乳がん検診のための全自動乳房超音波検査の実施（安部ら，2019）1 件のみであった（表
７）．

Ⅴ．考察

１．日本における看護師による超音波検査機器活用の現状

日本における看護師による超音波検査機器活用に関する文献は 2010 年代以降急激に増加し
ていた．ノートパソコン型の機器など携帯可能な超音波検査機器が開発され，ベッドサイドで
の活用が容易にできるようになりつつあったが，特に 2010 年頃にポケットエコーが登場した
ことが活用の促進に大きく影響したことが予測される．

著者
（発表年） 結果の概要

下肢筋肉量推定のための大腿組織厚測定

市原ら 
（2008）

下肢筋肉量の変化を評価するため大腿周径と，超音波診断装置による大腿筋組織厚測定の有
用性を検討した．大腿周径，大腿筋組織厚の測定はいずれも筋肉量の変化をとらえることが
できたため，ベッドサイドで用いる評価方法として有用である．

インスリン注射部位の皮下変化の確認

田中ら 
（2019）

インスリン治療中の糖尿病患者に対し，看護師が視触診に加え超音波検査診断装置を用い注
射部位の皮下変化を確認し指導介入を行った．59 症例中，13 例 (22.0%) において皮下腫瘤
が触知され，超音波検査でも皮下変化が確認された．皮下腫瘤は触知されず超音波検査で皮
下変化を有するものは 11 例 (18.6%) であった．超音波検査を用いることは皮下変化の早期
発見に有用であった．

ストーマサイトマーキングのための腹直筋幅確認

紺家ら 
（2020）

看護学生を対象に，ストーマサイトマーキングの腹直筋幅の確認技術に超音波画像診断装置
（エコー）を使用すると，触診より信頼性があるかを検討した．エコー使用群のほうが触診群
よりも信頼性が高かったため，マーキングの際にエコーを導入することは有用と示唆された．

皮下，筋肉内注射のため三角筋皮下組織厚の特定
Matsui 
et al. 

（2021）

皮下注射や筋肉内注射において , 皮下組織厚の正確な測定は重要である . 看護学生対象に，
健康成人の三角筋皮下組織厚を超音波診断装置で測定し，用手法と比較した．超音波診断装
置は初心者が正確に皮下組織厚を測定する機器として有用である．

褥瘡（DTI：深部損傷褥瘡）の把握

玉井 
（2021）

車いすアスリートの褥瘡管理の際に，エコーを用いることで DTI( 深部損傷褥瘡 ) を発見でき，
適切なケアの提供により重症化することなく治癒できた症例について報告した．エコーを用
いることで，創部表面のみでは判断できなかった DTI と瘻孔をアセスメントすることができ
た．

表 6　超音波検査機器の活用（対象部位：皮膚・筋肉）

著者
（発表年） 結果の概要

安部ら 
（2019）

院内女性ボランティアを対象に，全自動乳房超音波検査（ABUS）を新人放射線技師と看護師が
担当し，経験のある放射線技師が行った用手的超音波検査（HHUS）画像と比較した．約 25 例の
経験を積めば，HHUS 未経験コメディカルでも ABUS 画像の収集が可能であった．

表 7　超音波検査機器の活用（対象部位：乳房）
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超音波検査機器活用の目的別にみると，VA 穿刺に関するものが多くを占めており，発表年
としては 2012 年が最も古かった．VA 穿刺の分野では 10 年以上前から活用への取り組みが積
極的に行われていると考えられた．VA 穿刺以外では，膀胱内尿量・残尿測定での活用が多かっ
たが，これは，膀胱内尿量を自動で計測できる機器の登場や，膀胱エコーの難易度が比較的低
い（佐藤ら，2021）ことが影響していると考えられる．膀胱内尿量・残尿測定に関しては，臨
床の場での取り組みの報告も多く，すでに多くの病院で日常的に活用されていることが示唆さ
れた．次いで多かった末梢静脈穿刺，カテーテル留置を目的とした研究や大腸内の便貯留評価
を目的とした研究は，臨床の場での実践報告は見られなかったが，今後の活用につながる準備
段階の研究が多く行われており，活用が広がっていくことが期待された．

2．訪問看護における超音波検査機器の活用可能性

訪問看護師を対象とした研究は，日常的にエコーを使用している訪問看護師のエコー実
践を調査した研究（佐藤ら，2021），大腸内の便貯留評価を目的とした研究（Matsumoto et al.，
2021；松本ら，2021）がみられた．訪問看護の対象者の多くは高齢者であるため，排泄の問題
を抱えていることが多いと考えられ，訪問看護において排泄ケアの実施率は高いと予測される．
排尿ケアに関しては，膀胱エコーの難易度が低いことや，胱内尿量を自動で計測できる機器も
あり，訪問看護への導入は他の部位と比べて容易であると言える．排便ケアに関しては，「摘
便・浣腸」の実施率が高いことが示されており（石垣ら，2004），グリセリン浣腸や緩下剤の
使用の判断・実施などの排便ケアに関する医行為については訪問看護師の判断可能な行為であ
ると認識されていた（齋藤ら，2012）．このことから，訪問看護師は排便に関するアセスメン
トを行い，自らケアの実施を判断していることがうかがえた．しかしながら，訪問看護は週に
数回の訪問であることが多く，直接便の状態を確認できないことも少なくないため，訪問時に
短時間で的確なアセスメントを行うことは難しい．浣腸や摘便は，療養者にとって苦痛の大き
いケアであると同時に，出血などの大きなリスクも伴うため，確実なアセスメントのもとにケ
アを実施することが望ましい．そのため，訪問看護において大腸内の便貯留評価に超音波検査
機器を活用することの優先度は高いと考える．

３．訪問看護への超音波検査機器導入の課題

訪問看護において，超音波検査機器活用の有用性は高いと考えられるものの，実際に導入し
ている訪問看護ステーションは少ない（松本ら，2021；黒沢，2022）．訪問看護ステーションを
対象に超音波検査に対する認識を調査した研究（水間ら，2022）では，「超音波検査をしたいと
思わない」と回答したものが６割以上を占め，訪問看護師自身が使用に消極的であることが示
された．さらに検査する際のハードルとして，「技術的な能力」をあげたものが９割以上を占
めており，技術習得の難しさから使用に消極的となっていることが示唆された．POCUS の技
術習得に関しては講義とハンズオンの組み合わせのニーズが高いことが示されているが（黒沢，
2022），訪問看護ステーションは小規模の事業所も多く，研修受講のための時間を確保する
ことが難しい状況もある．超音波検査技術の難易度が低く，訪問看護での活用頻度が高い部位
に絞った教育プログラムを開発することで，短時間での技術習得につながると考える．大腸内
の便貯留評価に関しては画像読影の難しさが指摘されているが（松本ら，2021），近年では読
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影を支援する機能を搭載した機器も発売されているため，そういった機器の活用により読影技
術習得の時間が短縮できる可能性がある．

水間ら（2022）の研究では，超音波検査のハードルとして，「装置の購入費用」をあげたも
のも４割を占めた．ポケットエコーは，読影を支援する機能を搭載した機器のような高性能の
ものではかなり高額となる．また訪問診療時の超音波検査は診療報酬の算定が可能であるが，
訪問看護では診療報酬の算定はできないため，超音波検査機器の導入がためらわれることも予
測される．訪問看護において超音波検査機器の活用が促進されるためには，費用面での支援や，
診療報酬上の評価も重要である．

Ⅵ．研究の限界と今後の展望

看護師による超音波検査機器の活用は，今後拡大していく途上にあり，抽出された文献は対
象施設や著者グループが重複しているものが複数みられた．そのため，文献数や内容に偏りが
生じた可能性がある．文献数は 2010 年代以降急激に増加しているため，今後さらに活用が進み，
研究も拡大していくことが期待される．さらに，訪問看護での活用を視野に入れて文献検討を
行ったが，実際に訪問看護師を対象とした研究はまだ少なく，3 件のみであった．今後は，訪
問看護での必要性が高く優先的に習得すべき部位に絞った短時間で技術習得可能なプログラム
の開発に向けた研究を行うことが必要である．

Ⅶ．結論

看護師による超音波検査機器活用の現状について文献検討を行ったところ，VA 穿刺に関す
る文献が多くを占め，VA 穿刺の分野で活用が進んでいることが示唆された．また，膀胱内尿
量・残尿測定を目的とした超音波検査機器活用は，病院でも日常的に行われており，実施の難
易度も低いため訪問看護に導入しやすいことが明らかとなった．今後の訪問看護での活用拡大
に向け，短時間で技術習得ができるよう，訪問看護での活用頻度が高い部位に絞った教育プロ
グラムを開発することが必要である．

本研究において，開示すべき利益相反はない．なお，本研究は JSPS 科研費（22H03432）の助
成を受けて実施した．
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